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｢歩こうNIIGATA 大作戦サポーター｣の取組紹介
　｢歩こうNIIGATA大作戦｣をより多くの県民に広めることに御協力いただける企業・法人・団体をサポーター
として登録しています。サポーターの皆さんの「歩くこと」に関する取組を御紹介していきます！
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　「歩こうNIIGATA大作戦」とは、県民の歩数増加を目指し、多くの人に「歩くこと」の大切さや楽しさを伝え、日常
生活の中で「歩くこと」を実践してもらえるよう、様々な関係者と一緒に取り組んでいるものです。 
　「歩こうNIIGATA大作戦通信」では、「歩くこと」に関する情報発信を定期的に行っていきます！ 

歩こうNIIGATA大作戦とは

「歩くことへの取組みについて」

　チャレンジ夢クラブでは、年に１回に開催される「さわやかウオーキン

グ大会」が今年で７回目になります。地元の西山町約１０キロを半日か

けてウオーキングをします。山も海もありますので、順番にコースを変え

て楽しんでいます。参加者の多くは、西山町の方ですが、柏崎市からの

参加もあり、時には県外からの参加も

見受けられます。

　年齢層も幅広く、ベビーカーに乗っ

ている小さいお子さんから１００歳くらいの方まで参加いただいております。

　リタイアされる場合を想定して、スタッフが連絡を取り合い、車で送迎するなどの

安全策を配備しています。

　またこの大会には、各コミュニティーセンターにも協力していただいていますの

で、コース近くのコミセンで、食生活改善推進委員のみなさまから、昼食を作ってい

ただき、一緒に歩いた仲間といただきます。このイベントに参加したことで交流がう

まれ、また、体を動かすきっかけづくりにもなっていると思います。

ＮＰＯ法人チャレンジ夢クラブ アシスタントマネージャー 

小林 莉奈



｢歩こうNIIGATA大作戦本部メンバー｣の取組紹介
｢歩こうNIIGATA大作戦｣は、県ウオーキング協会をはじめとする関係団体と行政が連携し、県民や企業・団体に参
加してもらい、「歩くこと」を県全体へ広めるために取り組んでいます。
今回は大作戦本部メンバーである「ナマラエンターテイメント」江口さんの「歩く」を御紹介します。

新潟県健康ウォーキングロードの紹介 
県では、運動習慣を取り入れた日常生活を送るための環

境づくりの一環として、一定の基準（安全性、案内性、快適

性）を満たすロードを「新潟県健康ウォーキングロード」と

して登録しています。今回は阿賀町（七名地区）のコースを

紹介します。

【たきがしら湿原　学習の森散策道】

福島県県境の標高350m付近に位置するたきがしら湿原は、人工

的に作られた湿原で、全国にも珍しい湿原です。

■スタート・ゴール：たきがしら湿原　展望塔（管理棟）

■駐車場：あり（無料50台） 

■全長：片道4.0km 

■所要時間：50分

■バリアフリーの配慮：あり

■周辺情報：山村体験施設　七福温泉「七福荘」

平成29年３月現在126コース登録しています。
全市町村に登録コースがあります。詳しくは、「歩こうNIIGATA大作戦」のホームページをご覧ください。

94 阿賀町（七名地区）
たきがしら湿原 学習の森散策道

注意
車道との区別が明確でな
い部分があります。
（　　　　部分）
車に注意して歩きましょう。

　江口歩です。歩くという名前が付いています。

　父親から聞いた名前の由来は、1歩1歩、歩いて成れば金ということでした。成らなくても1歩1歩で良いんだとも。

　子どもの頃は、1歩1歩は「かったるいなぁ」と思っていました。一足飛びに大人になって、嫌な勉強から逃れたい一

心でした。52歳になって気付いたことは、1歩1歩、死に向かっているということです。「成れば金」というのは、ひょっと

したら、死んだら大往生で幸せだあ！ということのような気がしてきました。

　ボクは、毎日1つ1つ原因を作って生きています。その結果も毎日1つ1つ現れている。例えば、暴飲暴食の日々が続け

ば、身体の調子が悪くなる結果が現れる。1日1日、1つ1つ、1歩1歩が、老境にすべて現れる。つまり、毎日の1歩が自分

にとって良き考え、良き行いならば、老いて行けば行くほど、素晴らしい結果が待っているということだ。そう考える

と老いは決して悪いものではない。むしろ人生の醍醐味は老境にあると言って過言ではない。

　死という金メダルを獲得するために、いま、何をすべきかが問われる時代。まだ先の老後に不安を抱く人は、よくよ

く考えてみると、不安を抱く生活を今行っているのです。だから、不安の解消も「今」です。今、今日この1日の1歩が、不

安を減らして行くのだと思います。

　人生の着地点である死が不幸なら、我々は不幸になるために生まれて来たことになる。死は金メダルであって、喜

びでもある。そこへ目掛けて歩いて行けば、毎日が楽しくなる。

そんなことを52歳になった江口歩は考えています。この名前を付けてくれた両親に感謝します。

「歩く」
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